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 第一章では、まず、張愛玲が青年期を過ごした 1930、40 年代の大都市上海の映画を対象に、当時の映画館の様子
や上映の状況を概括する。それによって張愛玲がどのような環境でハリウッド映画、中国映画、日本映画を鑑賞して
いたのかが明らかとなる。そして、1943 年に張愛玲の映画評論が掲載された英語雑誌『The XXth Century』やその
映画評論の欄について検証し、張愛玲の書いた映画評論の特徴を考察する。また、中国映画史上での意義や映画の表
現に意識的な張愛玲の映画観を明らかにする。 












 張愛玲は 1955 年に渡米し、晩年までアメリカで暮らした。そのため、張愛玲が書いた「電懋」の映画脚本はアメ




台劇『テンダー・トラップ（The Tender Trap）』との比較を加える。 
 第五章では『情場如戦場』に続く、スクリューボール・コメディの変奏ともいえる『人財両得（A Tale of Two Wives）』


















懋」の映画『南北和』（1961）のシリーズ第二作となる『南北一家親（The Greatest Wedding on Earth）』（1962）、
上海の「文華影業公司」の『哀楽中年』（1949）を反映した『小児女（Father Takes a Bride）』（1963）、ハリウッド
映画『Waterloo Bridge（哀愁）』（1940）を改編した『一曲難忘（Please Remember me）』（1964）、イギリスの舞台
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リューボール・コメディ的要素の強い部分もあるが、全体としては、スクリューボール・コメディ的要素は少ないと
する。すなわち作品を追うごとにスクリューボール・コメディ的要素が控えめになるのだが、そこには張愛玲以外の
手が加わっているのではないか、という疑問が残る、とする。しかしながらこれらの作品によって、張愛玲がそれま
での小説家としての評価だけでなく、コメディ映画作家としての認知と評価を得たことが、当時の評論から読み取れ
るとして、『国際電影』の章麗による文章をあげる。 
 第六章では、アメリカのメリーランド大学図書館が所蔵する張愛玲の夫フェルディナンド・ライヤーの日記を参照
し、『情場如戦場』から『六月新娘』をへて『南北喜相逢』にいたる映画作品の脚本執筆時期を特定していく。 
 第七章は、『南北一家親』以降の脚本を分析し、ホームドラマ、コメディ、メロドラマなどジャンルの多様化が見
られるが、それが映画会社「電懋」の要請に従ったものであること、コメディに関しては「張愛玲はロマンティック・
コメディを意図していたことが明らかになった」とし、「電懋」が改組されることがなかったならば、張愛玲は更に
続々とコメディ作品を書き続けたかも知れない、と述べる。 
 第八章（終章）は、1965 年以降の張愛玲に言及し、ライヤーの死後、公の場に姿を現すことの少なくなった張愛
玲の、小説における旧作の改編、映画における活動、インディアナ大学でのシンポジウムヘの参加などに触れ、さら
に彼女の小説とその映画化、香港映画における位置付け等を行い、論を終える。 
 張愛玲研究といえば、ほとんどがその小説作品を研究する論文を占めるなか、張愛玲と映画というこれまであまり
スポットの当たらなかった、しかし張愛玲研究において重要な位置を占めると思われるテーマを取り上げ、アメリカ、
香港に残される貴重な資料の探索と解読を通じて書かれた本論文は、新しい発見を多く含んだ力作である。なかでも
ライヤーの日記は手書きの英文であり、その解読は非常な労力を要するものであるが、これを参照でき、論文に反映
できたことで、中国や日本における張愛玲研究に貴重な資料を提供することになる点で、高く評価できる。今後の張
愛玲研究において、重要な位置を占めるものとなることは疑いない。 
 よって、審査委員は全員一致で、本論文が博士の学位にふさわしいものであると認めた。 
